
炭を入れた後、直ちに蓋をセットして下さい。
注意！ この時、蓋は完全に締めこむのではなく、時計回りに1回転だけ
回した状態で、完全に冷えるまで置いてください。
ハンドルは前方に倒し、イラスト（１）の状態にしてください。

完全に冷えたことを確認してから、蓋を最後まで締めて
持ち帰るようにしてください。
持ち帰った残炭は、次回使用できます。
灰は、地方自治体の取り決めに沿って処理してください。

注意 ！ 炭を投入する際は、本体のネジ部に灰などができるだけ付かないように入れてください。ネジ同士の噛み込みに繋がります。


